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心 臓 病 

◆
心
不
全
と
は

原
因
が
何
で
あ
れ
、
全
身
が
必
要

と
す
る
量
の
血
液

を
心
臓
か
ら
送
り

出
せ
な
い
状
態
を

心
不
全
と
い
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
心

不
全
は
ひ
と
つ
の

疾
患
で
は
な
く
病

態
の
総
称
で
す
。

心
臓
は
全
身
に

血
液
を
送
る
ポ
ン

プ
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
ひ
と
つ

の
ポ
ン
プ
の
よ
う

に
み
え
ま
す
が
、

実
際
は
2
つ
の
ポ
ン
プ
で
で
き
て
い

ま
す
。
全
身
か
ら
戻
っ
て
き
た
血
液

は
右
心
房
を
通
し
て
右
心
室
に
入
り
、

こ
の
右
心
室
の
力
で
肺
に
血
液
を
送

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
右
心
系
の
ポ
ン

プ
は
全
身
か
ら
戻
っ
て
き
た
血
液
を

肺
に
押
し
上
げ
る
ポ
ン
プ
で
す
。
一

方
、
肺
か
ら
左
心
房
に
戻
っ
て
き
た

血
液
は
左
心
室
の
力
で
全
身
に
血
液

を
流
す
の
で
す
。
（
左
心
系
の
ポ
ン

プ
）
。
こ
の
ど
ち
ら
の
ポ
ン
プ
が
障

害
さ
れ
て
も
心
不
全
症
状
が
出
現
し

ま
す
（
右
心
不
全
と
左
心
不
全
）
。

ま
た
、
心
不
全
症
状
の
出
現
が
急

で
短
時
間
で
進
行
す
る
急
性
心
不
全

と
、
長
時
間
か
け
て
進
行
し
て
く
る

慢
性
心
不
全
が
あ
り
ま
す
。

◆
心
不
全
の
種
類
と
症
状

左
心
不
全(
左
房
、
左
心
室
）

肺
か
ら
戻
っ
て
き
た
血
液
を
全
身

に
送
り
だ
す
左
心
室
の
機
能
が
低
下

し
た
病
態
が
左
心
不
全
で
す
。
左
心

室
か
ら
全
身
に
血
液
を
送
り
だ
せ
な

い
た
め
、
そ
の
上
流
で
あ
る
肺
内
血

管
圧
が
上
昇
し
（
肺
う
っ
血
）
、
血

管
か
ら
肺
の
中
に
水
が
染
み
出
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
肺
で
酸
素

と
炭
酸
ガ
ス
の
交
換
を
正
常
に
出
来

な
く
な
り
息
ぎ
れ
、
咳
な
ど
が
生
じ

ま
す
。
ま
た
、
全
身
に
血
液
を
出
せ

な
く
な
る
た
め
、
血
圧
低
下
や
尿
量

減
少
が
生
じ
ま
す
。

右
心
不
全(

右
房
、
右
心
室
）

全
身
か
ら
戻
っ
て
き
た
血
液
を
、

肺
に
送
り
出
す
右
心
室
の
機
能
が
低

下
し
た
病
態
が
右
心
不
全
で
す
。
右

心
室
の
上
流
で
あ
る
全
身
の
静
脈
内

圧
が
上
昇
す
る
た
め
、
血
管
内
か
ら

水
分
が
漏
れ
、
全
身
の
む
く
み
、
腹

水
、
胸
水
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

◆
心
不
全
の
主
な
原
因
疾
患

心
不
全
と
は
先
に
記
述
し
ま
し
た

よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
疾
患
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
身
に
必
要
な
だ
け
の
血

液
を
送
り
出
せ
な
い
結
果
生
じ
る
病

状
の
総
称
で
す
。
器
質
的
心
臓
病
、

不
整
脈
は
も
と
よ
り
、
高
血
圧
、
動

脈
硬
化
症
、
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、

感
染
症
、
貧
血
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
疾

患
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

心
臓
は
か
な
り
の
予
備
能
を
保
有

し
て
い
る
の
で
、
上
図
の
よ
う
な
増

悪
因
子
が
加
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
は
心

不
全
症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
重
な
り
、
症
状
が
出
始
め
た
時

に
は
病
態
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
い
る
事
が
多
く
注
意
が
必
要

で
す
。

今
回
は
、
心
不
全
に
よ
る
呼
吸
困

難
と
む
く
み
の
発
症
機
序
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
呼
吸
困
難

左
心
不
全
時
は
、
全
身
に
血
液
を

循
環
さ
せ
る
能
力
が
低
下
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
肺
に
水
が
た
ま
り
酸

素
を
血
液
に
取
り
込
め
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
体
を
横
に
す
る
と
、
重

力
で
下
半
身
に
溜
ま
っ
て
い
た
血
液

が
心
臓
に
も
ど
っ
て
く
る
た
め
、
心

臓
へ
の
負
担
が
よ
り
大
き
く
な
り
呼

吸
が
苦
し
く
寝
て
い
ら
れ
な
い
状
態

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
左
心
不
全

の
初
期
に
は
上
半
身
を
起
こ
す
こ
と

で
楽
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
座
位

に
な
る
と
下
半
身
の
血
液
が
心
臓
に

戻
っ
て
来
に
く
く
な
る
た
め
で
す
。

そ
れ
で
、
左
心
不
全
の
患
者
さ
ん
は
、

横
に
な
れ
ず
上
半
身
を
起
こ
し
た
姿

勢
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
起
坐

呼
吸
で
、
左
心
不
全
に
特
徴
的
な
症

状
で
す
。
さ
ら
に
重
篤
に
な
る
と
低

血
圧
に
よ
る
発
汗
、
尿
量
の
減
少
や

喘
鳴
、
泡
沫
状
の
ピ
ン
ク
痰
が
出
現

し
ま
す
。
非
常
に
緊
急
性
を
要
す
る

状
態
で
、
す
ぐ
に
処
置
、
加
療
し
な

い
と
生
命
予
後
は
不
良
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
注
意
で
す
が
、
も
し
も
起

座
呼
吸
が
出
現
し
た
時
に
は
、
真
夜

中
で
も
一
刻
を
争
い
、
必
ず
救
急
車

で
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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◆
む
く
み

右
心
不
全
時
は
、
右
心
室
か
ら
肺

へ
血
液
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
そ
の
上
流
で
あ
る
右
心

房
、
さ
ら
に
は
全
身
に
水
が
溜
ま
っ

て
き
ま
す
。
皮
下
組
織
に
水
が
溜
ま
っ

て
い
る
状
態
が
む
く
み
（
浮
腫
）
で

す
。
右
心
不
全
の
場
合
に
は
、
早
期

に
は
下
半
身
の
皮
下
浮
腫
が
多
く
、

進
行
す
る
と
上
半
身
の
血
液
ま
で
も

が
右
室
圧
上
昇
の
た
め
心
臓
に
戻
れ

な
く
な
り
、
顔
面
浮
腫
ま
で
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
皮
下
組
織
の
み
な
ら
ず
、

全
身
の
臓
器
に
も
血
液
が
溜
ま
る
た

め
、
腹
水
や
肝
臓
腫
大
な
ど
が
生
じ

て
き
ま
す
。

右
心
不
全
の
場
合
、
左
心
不
全
ほ

ど
緊
急
性
は
要
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

む
く
み
は
機
能
が
低
下
し
た
心
臓
に

更
な
る
負
担
を
か
け
、
心
不
全
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。
む
く
み
が
出
現
し
て

き
た
方
は
循
環
器
内
科
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
心
不
全
の
主
な
検
査

心
不
全
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
疾

患
の
発
見
と
心
不
全
の
程
度
の
判
定

の
た
め
検
査
し
ま
す
。

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

心
臓
の
拡
大
や
肺
の
う
っ
血
、
胸

水
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。
心
不
全

の
重
傷
度
判
定
に
は
欠
か
せ
な
い
検

査
で
す
。

心
電
図(

12
誘
導
心
電
図
、
負
荷

心
電
図
、
長
時
間
記
録
心
電
図
）

心
不
全
の
原
因
に
な
っ
た
心
臓
基

礎
疾
患
の
推
測
に
役
立
つ
最
も
簡
便

な
検
査
で
す
。
不
整
脈
、
心
臓
肥
大

の
有
無
や
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
の
可

能
性
な
ど
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
液
検
査

全
身
へ
の
影
響
、
緊
急
性
な
ど
一

般
生
化
学
、
血
液
検
査
で
推
測
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
心
不
全
の
時
に
心

臓
の
筋
肉
か
ら
分
泌
さ
れ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ

(

Ｂ
型
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ
チ
ド
）

を
測
定
す
る
こ
と
で
心
不
全
の
重
症

度
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
臓
超
音
波
検
査

超
音
波
で
心
臓
を
可
視
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
心

不
全
の
原
因
疾
患
の
検
索
の
み
な
ら

ず
、
重
傷
度
、
治
療
効
果
な
ど
の
判

定
が
可
能
で
す
。

冠
動
脈
造
影
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査

心
不
全
の
原
因
と
し
て
虚
血
性
心

臓
病
や
原
因
不
明
の
心
筋
機
能
障
害

を
、
他
の
検
査
で
強
く
疑
う
際
に
確

定
診
断
と
し
て
行
う
有
効
な
検
査
で

す
。
末
梢
の
動
脈
か
ら
細
い
管
（
カ

テ
ー
テ
ル
）
を
入
れ
て
心
臓
を
養
っ

て
い
る
動
脈
（
冠
動
脈
）
を
造
影
し
、

狭
窄
や
閉
塞
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

ま
た
、
心
筋
の
一
部
を
採
取
し
、
病

理
組
織
学
的
に
心
筋
変
性
の
有
無
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

◆
心
不
全
の
主
な
治
療
薬

心
不
全
の
原
因
と
な
っ
た
基
礎
疾

患
の
治
療
が
第
一
で
す
が
、
心
不
全

状
態
を
脱
す
る
た
め
数
々
の
薬
剤
を

使
用
し
ま
す
。
か
つ
て
は
、
心
臓
を

強
く
動
か
す
系
統
の
治
療
が
主
体
で

し
た
が
、
最
近
は
心
臓
の
負
担
を
と

る
薬
が
多
く
使
用
さ
れ
ま
す
。

◇
利
尿
薬
…
全
身
を
循
環
す
る
血
液

量
を
減
ら
す
こ
と
で
心
臓
の
負
担
を

と
り
ま
す
。
急
性
左
心
不
全
時
の
静

脈
内
投
与
は
著
効
を
示
し
ま
す
。
最

近
で
は
、
心
房
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿

ホ
ル
モ
ン
の
点
滴
も
行
わ
れ
ま
す
。

◇
ベ
ー
タ
遮
断
薬
…
心
不
全
時
に
は

過
度
に
交
換
神
経
が
刺
激
さ
れ
る
こ

と
で
、
心
拍
数
増
加
や
血
圧
上
昇
が

出
現
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
心
臓

に
更
に
負
担
が
か
か
り
心
不
全
を
増

悪
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
感
神
経

を
遮
断
し
て
心
臓
を
休
ま
せ
る
た
め

に
使
用
し
ま
す
。
一
時
的
に
心
臓
の

収
縮
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
粘
り
強

く
使
用
を
続
け
る
こ
と
で
心
臓
が
血

液
を
送
り
出
す
力
は
増
加
し
ま
す
。

◇
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻

害
薬(

A
C
E

阻
害
剤
）
、
ア
ン
ジ
オ
テ

ン
シ
ン
Ⅱ
容
受
容
体
遮
断
剤
…
心
不

全
の
症
状
を
軽
減
し
、
運
動
能
力
を

向
上
さ
せ
ま
す
。
心
筋
保
護
作
用
を

有
し
、
心
不
全
の
進
行
も
防
ぎ
ま
す
。

◇
強
心
薬(

ジ
キ
タ
リ
ス
製
剤
な
ど
）

シ
ギ
タ
リ
ス
製
剤
は
心
臓
の
収
縮

力
を
強
め
る
と
と
も
に
、
脈
を
遅
く

し
て
、
運
動
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

不
整
脈
を
有
す
る
慢
性
心
不
全
例
に

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
カ
テ
コ
ー

ル
ア
ミ
ン
製
剤
は
、
収
縮
力
を
増
加

さ
せ
る
反
面
、
血
圧
上
昇
、
頻
拍
を

き
た
す
た
め
、
血
圧
が
低
下
し
た
急

性
心
不
全
で
短
期
間
使
用
さ
れ
ま
す
。

◆
症
状
を
改
善
し
、
日
常
生
活
を
よ

り
快
適
に
過
ご
す
為
に

心
不
全
の
治
療
を
受
け
る
際
に
大

切
な
こ
と
は
、
自
分
の
病
気
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
で
す
。
治
療
の
必
要

性
、
意
義
を
理
解
し
て
服
薬
す
る
の

と
、
何
と
な
く
ま
た
は
仕
方
な
く
服

薬
す
る
の
で
は
治
療
効
果
が
大
き
く

違
い
ま
す
。
時
に
仕
事
や
家
庭
の
事

が
多
忙
で
薬
を
切
ら
し
て
く
る
方
が

い
ま
す
が
、
多
忙
な
時
ほ
ど
心
臓
を

守
る
薬
は
必
要
で
す
。
心
臓
病
の
方

が
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
秘
訣
は
、

楽
観
的
に
前
向
き
に
物
事
を
考
え
る

こ
と
で
交
感
神
経
を
刺
激
し
な
い
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
自
分
の
病
気

を
よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
主
治

医
に
聞
き
に
く
い
こ
と
は
看
護
師
、

検
査
技
師
に
い
つ
で
も
御
相
談
く
だ

さ
い
。
可
能
な
範
囲
で
勉
強
し
お
答

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
分
に

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
歓
迎
し
ま
す
。

【
今
月
の
記
事

検
査
技
師

松
岡
】
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休
診
の
お
知
ら
せ

8
月
14
日(

月)

～
19
日(

土)

ま
で

夏
期
休
暇
の
た
め
、
誠
に
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
休
診
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
お
薬
が
切
れ
な
い
よ

う
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
ま
せ
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

８月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

が
休
診
日
で
す
。


